
令和６年度 天子田デイサービスセンター事業報告 

 

【施設種別】介護保険法による通所介護・予防専門型通所サービス【１日利用定員】２５名 

 

今年度は１日のべ利用者数が１８名前後、稼働率が７０％となり、昨年、一昨年と比較す

ると増益となった。のべ利用者の増加（年間を通じ前年度比２割増）や、ボランティアの受

け入れを再開できた事などで、デイサービス全体に活気が戻ってきた印象であった。好評い

ただいている個別機能訓練加算の算定も継続してきが、要支援の利用者のほとんどがリハビ

リに参加されている為、新規で個別機能訓練加算を算定する場合に調整が必要なのが課題で

ある。昨年度と比較すると要介護の利用者が増加した。新規の障がい者の利用もあった。職

員体制としては、異動により１名の職員とあらたに１名の職員の計２名が入職した。利用者

が増加していく最中にも関わらず、職員がかわるがわる病気に罹患し、手術、入院、治療な

どで、慢性的な欠員状態が続いてしまったが、職員同士の協力と第二尾張荘からの応援によ

り、どうにか乗り切ることができた。もともと勤続年数の長い職員が多い当事業所では、す

でにその半数が高齢化しつつあり、上記のような健康状態も懸念される中で、職員層の世代

交代を計画的に図っていくことが、今後の事業継続のための重要な鍵の一つであるといえる。 

設備面においては、５月は浴室の窓ガラス破損でポリカーボネイト製への取替工事、フロ

ア洗面所の修理、着脱場の電気を LEDに交換した。９月は厨房エアコンの故障で部品取替工

事をし、合計約４５万円の出費となった。来年度からの厨房移設の準備を、少しずつ始めて

いくところである。 

 

１ 基本方針 

 当施設にあっては、「自分らしくをいつまでも」をスローガンに、法人内の在宅支援サービ

ス部門と協力して利用者が「生涯現役」の生活をおくれるよう、家族・ケアマネジャー・地域・

ボランティア等と一体となった援助を行うものである。 

 

２ 介護度の維持・改善とアクティビティ活動の促進 

 介護保険のサービスの基本は、「利用者本位」のサービスであり、「自立支援」にある。そ

のためにケアマネとの連携を図り、利用者課題を把握した上で、介護度の維持・改善を目的

としたケアプランに基づいたサービス計画書を作成し、個々のニーズや能力に合わせたリハ

ビリや、入浴や昼食後に余暇を有意義に過ごしていただくためのアクティビティ活動を提供

した。 （詳細は 18（一日のサービス実施内容）を参照） 

 

３ 事故防止対策の取り組み 

 事故報告とヒヤリハット報告を毎月の職員会議の議題で取り上げ検証を行い、周知・徹底

を図ることが大きな事故を未然に防ぐ事に繋がるという認識を職員が持ち、事故防止に取り

組んだ。また事故発生時には、「事故・苦情マニュアル」に基づき迅速に対応するよう努めた。 

 

４ ユーザー評価及び情報開示の実施 

 施設経営には、基本的理念、経営方針はもとより、利用者の権利擁護、人権の尊重といっ



た根源的な理念を踏まえた民主的で健全な事業経営が求められている。ユーザー評価及び情

報開示の実施により、利用者、家族の「安心」と「信頼」を得られるよう、サービスチェッ

クを行い、問題の洗い直しと改善目標を設定し、サービスの向上に努めた。 

 

５ 個人情報の保護 

 日常的に利用者・家族の個人情報を多く取り扱っており、一度取り扱いを誤ると、利用者・

家族に被害を及ぼすおそれがあるため、全職員に対して個人情報の管理と適切な取り扱いに

ついての周知徹底を図った。 

 

６ 相談・苦情 

 利用者・家族からの率直な意見を適切に収集し、真摯に受け止めるために「相談（苦情）

受付表」と「できごと報告書」を活用し、利用者懇談会を設け、利用者・家族の苦情・意見・

要望に対して、出来る限りの改善に努めた。 

また日頃から何気なく交わされる会話の中で利用者・家族の悩みや不満を察知し、話をす

る機会を設けるなど、早期問題解決を図った。ケアマネジャーからの相談・要望についても

円滑、迅速に対応した。 

 

※令和６年度における苦情処理件数は０件 

 

７ 介護保険外サービス 

 今年度は、要支援者実費利用者は１名、外部美容師による理容はひと月に６～８名の方が

利用され、在宅生活を支える一助となった。 

 

８ 障がい者の利用受け入れ（生活支援の基準該当サービス） 

 送迎・食事・入浴・レクリエーションを提供することで、生活リハビリに繋がるようなサ

ポートを行っている。障がい者福祉サービスでは安心安全な入浴サービスの提供できる場が

限られ、高齢者通所介護施設での入浴サービスを目的に利用開始となった。 

 

９ 設備・備品の改善 

  浴室ガラス交換、洗面所修理、着脱場電気交換、厨房エアコンの部品取替工事 

  

10 職員の配置状況                  （令和７年３月３１日現在） 

 管理者 生活相談員 看護師 介護士 計 実人数 

常勤専従 － － － 0 0 0 

常勤兼務 1 3 － 2 6 3 

非常勤専従 － － － 5 5 5 

非常勤兼務 － 2 3 5 10 5 

計 1 5 3 12 21 13 

 

11 職員の研修状況 

 4月 ・インターネット配信による動画研修(LIFEについて) オンライン研修 



 5月 ・入浴に関する研修 内部研修 

 6月 ・身体拘束防止に関する研修 内部研修 

 7月 ・虐待防止に関する研修 内部研修 

 8月 ・感染症に関する研修（嘔吐処理等） 内部研修 

 9月 ・BCPに関する研修 内部研修 

10月 ・事故の発生予防又はその再発防止に関する研修 

・事故発生時等緊急時の対応、送迎時の事故に関する研修 
内部研修 

11月 ・認知症及び認知症ケアに関する研修 内部研修 

12月 ・食中毒の発生予防とまん延防止に関する研修 内部研修 

 1月 
・プライバシー保護の取り組みに関する研修        

・倫理及び法令遵守に関する研修 
内部研修 

 2月 ・パワーハラスメントに関する研修 内部研修 

 3月 
・BCPに関する研修（感染症、災害時の机上訓練） 

・インターネット配信による動画研修（ICTについて） 
内部研修 

 

12 職員の安全衛生・メンタルヘルスの取り組み 

 ストレスチェックや安全衛生の取り組み（交通安全危険予知・腰痛予防・感染症対策など）

を行い、身体的・精神的負荷の軽減を図り、より良い職場環境と心身の健康を保持し、良質

な介護サービスが提供できるよう努めた。 

 

13 利用の状況                      （令和７年３月３１日現在） 

 

実施 

日数 

（日） 

登録者数（人） 延利用者数（人） 令和 6年度 令和 5年度 

総合 

事業 

通所 

介護 

基準 

該当 

総合 

事業 

通所 

介護 

基準 

該当 
合計 

１日平均 

利用者数 
稼働率 

１日平均 

利用者数 
稼働率 

4 月 26 14 30 1 91 318 5 414 16.3 65.2% 14.7 58.9% 

5 月 27 13 31 1 94 329 4 427 16.1 64.4% 15.4 61.2% 

6 月 25 13 31 1 89 303 4 396 16.2 65.0% 14.6 58.3% 

7 月 27 14 32 2 98 341 8 447 16.7 67.0% 14.3 57.2% 

8 月 27 14 32 2 94 337 4 435 16.4 65.8% 14.2 56.8% 

9 月 25 13 35 1 88 345 5 438 18.0 72.0% 13.5 53.9% 

10 月 27 13 37 1 100 369 4 473 18.0 72.0% 15.0 59.7% 

11 月 26 13 37 1 89 382 4 475 18.7 74.8% 14.8 59.1% 

12 月 25 14 36 1 95 335 5 435 18.6 74.4% 14.8 59.1% 

1 月 25 13 34 1 95 348 4 447 18.2 73.0% 15.0 60.2% 

2 月 24 14 36 1 93 341 4 438 18.6 74.5% 13.4 53.6% 

3 月 26 14 36 1 100 357 5 462 18.0 71.4% 15.0 60.2% 

計 310 162 406 14 1,126 4,105 56 5,287 209.1 ― 174.7 ― 

平均 25.8 13.5 33.8 1.2 93.8 342 4.7 440 17.45 70.0% 14.6 58.3% 

                                                          ※支援実費利用者数込み 

14 利用者の要介護度の状況                （令和７年３月３１日現在） 



登録現員 事業対象 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 平均介護度 

50人 0人  3人  11 8人  13人 11人 4人  0人  
2.3 

100％ 0％  6％  22％ 16％ 26％  22％  8％  0％ 

5年度 0％  8.9％  24.4％ 13.3％ 24.4％  13.3％  6.7％ 8.9％ 1.7 

 

15 利用者のＡＤＬの状況                （令和７年３月３１日現在） 

ＡＤＬ 男性 女性 計 割合 

歩 行 

全 介 助 0人 7人 7人 14％ 

一部介助 2人 3人 5人 10％ 

自  立 6人 32人 38人 76％ 

食 事 

全 介 助 1人 2人 3人 6％ 

一部介助 0人 2人 2人 4％ 

自  立 7人 38人 45人 90％ 

入 浴 

全 介 助 1人 5人 6人 12％ 

一部介助 7人 32人 39人 78％ 

自  立 0人 5人 5人 10％ 

着脱衣 

全 介 助 3人 10人 13人 26％ 

一部介助 5人 18人 23人 46％ 

自  立 0人 14人 14人 28％ 

排 泄 

全 介 助 3人 7人 10人 20％ 

一部介助 1人 1人 2人 4％ 

自  立 4人 34人 38人 76％ 

認 知 症 6人 32人 38人 76％ 

※障がい者含まず  

 

16 年齢別の状況                    （令和７年３月３１日現在） 

 男性 女性 計 割合 

60歳～64歳 0人 0人 0人 0％ 

65歳～69歳 1人 0人 1人 2％ 

 70歳～74歳 1人 2人 3人 6％ 

 75歳～79歳 2人 1人 3人 6％ 

 80歳～84歳 0人 16人  16人 32％ 

 85歳～89歳 1人 10人 11人 22％ 

 90歳～94歳 2人 10人 12人 24％ 

 95歳～99歳 1人 3人 4人 8％ 

100歳以上 0人 0人 0人 0％ 

計 8人 42人  50人 100％ 

平均年齢 82.5歳 86.1歳  85歳 ― 

※障がい者含まず  

17 区別登録者の状況                        （令和７年３月３１日現在） 



 守山区 名東区 尾張旭市 瀬戸市 計 

男性 8人 0人 0人 0人 8人 

女性 35人 ４人 2人 1人 42人 

計 43人 ４人 2人 1人 50人 

 

18 一日のサービス実施内容 

身体機能の維持・向上を図り転倒予防に努める、脳の活性化を図り認知症の進行を予防 

する、気分転換を図り精神的安定を図ることを目的として、新型コロナ感染対策を行った 

上で、実施可能な限られたメニューから、利用者自らが主体的に選択することを重点に置 

いて取り組んだ。 

 午  前 午  後 そ の 他 

手指 

認知 

創作 

精神安定 

計算・国語・記憶問題 

間違い探し 

カレンダー作成 

針仕事・編み物 

折り紙・塗り絵・習字 

オセロ・将棋 

パズル・トランプ 

ちねり絵・貼り絵 

入浴 

壁飾り作り・ちぎり絵 

オーナメント作り 

習字・写経 

カラオケ・針仕事 

回想法 

オセロ・将棋 

折り紙・編み物 

ハンドベル 

各種工作・ 

季節ごとの行事 

 

 

運動 

健康チェック 

全体体操 

 

ラジオ体操 

体操クラブ 

外出・散歩 

体感ゲーム 

輪投げ 

カローリング 

ボーリング 

テーブルホッケー 

季節ごとのゲーム 

体力測定（効果測定） 

準備・整理体操 

※個別機能訓練 

足上げ・蟹歩行 

上半身ストレッチ 

ウォーキングマシン 

ペダル漕ぎ 

平行棒 

ゴムバンド運動 

口腔 歌・嚥下体操 カラオケ・会話・談話 発声訓練・口腔ケア 

栄養 水分摂取・体重測定 食事・おやつ  

 


